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(4) 掘削土（ズリ）置場周辺の地下水の水質調査結果 

地下施設の建設により発生した掘削土（ズリ）は、二重に遮水された掘

削土（ズリ）置場で管理していますが、遮水された外側となる掘削土（ズ

リ）置場周辺への影響を監視するため、図 93に示す調査地点において、

観測用のボーリング孔から地下水を定期的（原則4回/年）に採水し（写真 

13）、水質調査を実施しています。 

令和元年度における調査結果は、表 6に示すとおり、これまでの調査

結果と同等であることから、掘削土（ズリ）置場が周辺環境に影響を与え

ていないものと判断しています。 

 

 
図 93 掘削土（ズリ）置場周辺の地下水の採水地点 

 

    
写真 13 掘削土（ズリ）置場周辺の地下水の採水状況（A1～A4） 
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表 6 掘削土(ズリ)置場周辺の地下水の水質調査結果 

*1：主な分析項目を抜粋 

*2：採水地点は図 93 参照 

 

分析項目*1 
採水 

地点*2 

過年度 令和元年度 

平成18年6月 

～平成19年4月 

掘削土(ズリ) 

搬入前 

平成19年5月 

～平成31年2月 

掘削土(ズリ) 

搬入後 

令和元年 
令和 

2 年 

5 月 8 月 11 月 2 月 

カドミウム 

（㎎/L） 

A1 <0.001～0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 

A2 <0.001～0.004 <0.001～0.002 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 

A3 <0.001～0.003 <0.001～0.009 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 

A4 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 

鉛 

（㎎/L） 

A1 <0.005～0.171 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

A2 <0.005～0.006 <0.005～0.007 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

A3 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

A4 <0.005～0.022 <0.005～0.006 <0.005 0.007 <0.005 <0.005 

ヒ素 

（㎎/L） 

A1 <0.005 <0.005～0.012 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

A2 <0.005 <0.005～0.007 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

A3 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

A4 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 

セレン 

（㎎/L） 

A1 <0.002 <0.002～0.005 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 

A2 <0.002 <0.002～0.003 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 

A3 <0.002 <0.002～0.005 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 

A4 <0.002 <0.002～0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 

フッ素 

（㎎/L） 

A1 <0.1～0.3 <0.1～0.4 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 

A2 <0.1～0.4 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 

A3 <0.1～0.2 <0.1～0.3 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 

A4 <0.1 <0.1～0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 

ホウ素 

（㎎/L） 

A1 19.8～50.7 0.40～63.0 11 11 16 24 

A2 1.29～43.5 0.43～19.0 11 6.2 6.4 14 

A3 12.5～34.0 0.18～41.8 0.55 0.48 2.7 24 

A4 <0.02～0.06 <0.02～0.47 <0.02 0.02 0.40 0.04 

pH 

A1 6.9～7.2 6.3～7.9 6.2 6.1 6.3 6.5 

A2 4.6～6.3 3.7～6.9 6.6 6.3 6.5 6.6 

A3 6.8～7.3 4.2～7.4 6.4 6.2 6.5 6.7 

A4 5.4～6.6 5.0～6.7 5.0 5.0 5.0 5.1 

塩化物 

イオン 

（㎎/L） 

A1 1,810～2,760 79～3,400 950 900 1,000 1700 

A2 147～2,910 23～1,200 680 280 370 890 

A3 631～1,550 27～1,700 32 26 130 940 

A4 9.7～11.9 8.4～17.0 8.8 10 10 14 
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(5) 清水川および掘削土（ズリ）置場雨水調整池の水質調査結果 

掘削土（ズリ）置場雨水調整池による清水川への影響がないことを確認

するため、図 94に示す清水川の上流（A5）と下流（A7）の2地点および掘

削土（ズリ）置場雨水調整池（A6）において、定期的（原則1回/月）に採

水を行い（写真 14）、水質調査を実施しています。 

令和元年度における調査結果は、表 7に示すとおりです。雨水調整池

（A6）において、微量の鉛（0.007 ㎎/L）が検出されましたが、過去の調

査においても清水川（A7）を含め、同程度の値を検出しており、排水基準

（0.1 ㎎/L）と比べても小さな値であることから、周辺環境への影響は

ないものと判断しています。 
 

 

図 94 清水川および掘削土（ズリ）置場雨水調整池の採水地点 
 

    

写真 14 清水川の採水状況 



 

113 

表 7 清水川および掘削土(ズリ)置場雨水調整池の水質調査結果 

分析項目*1 
採水 

地点*2 

過年度 令和元年度 

平成18年6月 

～平成19年4月 

掘削土(ズリ) 

搬入前 

平成19年5月 

～平成31年3月 

掘削土(ズリ) 

搬入後 

平成31年4月 

～令和2年3月 

カドミウム 

（㎎/L） 

A5 <0.001 <0.001 <0.001 

A6 <0.001～0.001 <0.001～0.002 <0.001 

A7 <0.001 <0.001 <0.001 

鉛 

（㎎/L） 

A5 <0.005 <0.005 <0.005 

A6 <0.005 <0.005～0.006 <0.005～0.007 

A7 <0.005 <0.005～0.008 <0.005 

ヒ素 

（㎎/L） 

A5 <0.005 <0.005～0.006 <0.005 

A6 <0.005～0.011 <0.005～0.015 <0.005 

A7 <0.005 <0.005～0.009 <0.005 

セレン 

（㎎/L） 

A5 <0.002 <0.002～0.002 <0.002 

A6 <0.002 <0.002～0.003 <0.002 

A7 <0.002 <0.002 <0.002 

フッ素 

（㎎/L） 

A5 <0.1～0.1 <0.1～0.2 <0.1 

A6 <0.1～0.7 <0.1～1.1 <0.1～0.1 

A7 <0.1 <0.1～0.3 <0.1 

ホウ素 

（㎎/L） 

A5 0.03～0.25 <0.02～0.44 0.08～0.38 

A6 <0.02～0.09 <0.02～0.43 <0.02～0.21 

A7 0.03～0.30 <0.02～0.42 0.09～0.39 

pH 

A5 6.4～7.1 6.0～7.9 6.3～7.5 

A6 5.8～7.4 5.7～9.1 6.3～8.6 

A7 6.5～7.0 6.1～7.8 6.6～7.1 

浮遊 

物質量 

（㎎/L） 

A5 1～20 <1～66 1～7 

A6 12～173 <1～500 1～50 

A7 1～11 <1～270 1～9 

塩化物 

イオン 

（㎎/L） 

A5 14.4～30.5 7.2～70 11～43 

A6 5.1～24.7 2.7～269 1.7～37 

A7 15.6～28.7 8.1～100 16～49 

*1：主な分析項目を抜粋 

*2：採水地点は図 94 参照 
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(6) 浄化槽排水の水質調査結果 

研究所用地から排出される生活排水による環境への影響を監視するた

め、研究管理棟および地下施設現場事務所の浄化槽の排水について、定期

的（原則1回/4週）に水質調査を実施しています。 

令和元年度における水質調査結果は、表 8に示すとおり、全ての項目

において協定値を満足しています。 
 

表 8 浄化槽排水の水質調査結果 

分析項目 採水地点 

過年度 令和元年度 
北るもい 

漁業協同組合 

協定値 
平成 18 年 12 月 

～平成 31 年 3 月 

平成 31 年 4 月 

～令和 2年 3月 

pH 

研究管理棟 5.9～7.5 6.1～7.7 

5.8～8.6 
地下施設 

現場事務所 
6.8～7.9 7.1～7.9 

生物化学的 

酸素要求量 

(mg/L) 

研究管理棟 <0.5～17 2.8～10 

20 
地下施設 

現場事務所 
<0.2～28 1.1～11 

浮遊物質

量(mg/L) 

研究管理棟 0.5～10 <1.0～4 

20 
地下施設 

現場事務所 
<1.0～8.0 <1.0～2 

全窒素 

(mg/L) 

研究管理棟 6.6～52 10～29 

60 
地下施設 

現場事務所 
0.2～45 0.3～2.4 

全リン 

(mg/L) 

研究管理棟 0.5～5.0 1.5～3.3 

8 
地下施設 

現場事務所 
<0.1～7.8 <0.1～0.5 

透視度 

(cm) 

研究管理棟 30 30 

30 
地下施設 

現場事務所 
30 30 

大腸菌群数 

(個/mL) 

研究管理棟 0～30 0 

3,000 
地下施設 

現場事務所 
0～2,100 0～130 
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6.2 研究所用地周辺の環境影響調査結果 

研究所用地周辺の環境影響調査として、図 95に示す地点にて清水川の

水質および魚類を対象に調査を実施しています。令和元年度における各

調査結果は、これまでと比較して大きな変化がないことを確認していま

す。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 95 環境調査実施場所 
  

至 豊富市街 

至 幌延市街 

 ：採水地点 

幌延深地層研究センター 

No.1 

No.2 

St.3 

St.2 

St.1 

 ：魚類調査範囲(St.1～3) 

トナカイ 

観光牧場 

掘削土（ズリ）置場 
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(1) 清水川の水質調査結果 

清水川の2地点において、定期的（原則4回/年）に採水を行い（写真 15）、

水質調査を実施しています。本調査は、清水川および掘削土（ズリ）置場

雨水調整池の水質調査結果と別に、「水質汚濁に係る環境基準」に準拠し

て実施しているものです。 

令和元年度における調査結果は、表 9に示すとおりです。これまでと

比較して大きな変化がないことを確認しています。 

 

   
写真 15 清水川の水質調査 

 

表 9 清水川の水質調査結果 

分析項目*1 採水地点*2 

過年度 令和元年度 

平成14年8月 
～平成31年2月 

令和元年 令和 2 年 

6 月 9 月 11 月 2 月 

pH 
No.1 6.3～7.9 7.4 6.6 7.1 6.8 

No.2 6.4～7.7 7.0 6.8 6.9 6.7 

生物化学的 

酸素要求量

（㎎/L） 

No.1 <0.5～62 7.3 0.8 3.7 0.8 

No.2 <0.5～10.0 2.1 1.5 5.9 1.9 

浮遊物質量 

(㎎/L) 

No.1 1～70 2 2 6 1 

No.2 <1～69 2 4 9 2 

溶存酸素量 

(㎎/L) 

No.1 6.6～13.9 8.4 9.8 9.5 12.8 

No.2 5.5～12.5 8.0 8.5 7.5 8.6 

*1：主な分析項目のみを抜粋 

*2：採水地点は図 95 参照 
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(2) 魚類の調査結果 

清水川において、定期的（原則3回/年（春・夏・秋））に生息魚類の調

査を行っています（写真 16）。調査は、St.1～St.3の3箇所で実施してい

ます。 

令和元年度における調査結果は、これまでと大きな変化は認められま

せんでした。重要種としては、表 10に示すとおり、スナヤツメ、エゾウ

グイ、エゾホトケドジョウ、サクラマス（ヤマメ）、エゾトミヨ、ハナカ

ジカの6種が確認されました。 

 
 

 
写真 16 生息魚類調査 

 

表 10 確認された重要種（魚類） 

目 科 種 
選定根拠*1 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

ヤツメウナギ ヤツメウナギ スナヤツメ北方種   VU  希   

コイ コイ エゾウグイ    N    

〃 ドジョウ エゾホトケドジョウ   EN En    

サケ サケ サクラマス（ヤマメ）   NT N 減   

トゲウオ トゲウオ エゾトミヨ   VU Nt   ○ 

カサゴ カジカ ハナカジカ    N    

*1：重要種の選定根拠 

①：「文化財保護法」（昭和 25 年 法律第 214 号）に基づく天然記念物および特別天然記念物 

②：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4 年 法律第 75 号）に基づく野生動植物種 

③：「環境省レッドリスト 2017【汽水・淡水魚類】」（環境省 2019 年）の記載種 

EN：絶滅危惧 IB 類  VU：絶滅危惧Ⅱ類  NT：準絶滅危惧 

④：「北海道レッドリスト【魚類編（淡水・汽水）】改訂版（2018 年）」（北海道 平成 30 年）の記載種  

   En：絶滅危惧 IB 類  Nt：準絶滅危惧 N：留意 

⑤：「日本の希少な野生水生生物に関するデータブック（水産庁編）」（日本水産資源保護協会 1998 年）の記載種 

⑥：「緑の国勢調査－自然環境保全調査報告書－」（環境庁 昭和 51 年）に基づく選定種 

⑦：「第 2 回自然環境保全基礎調査報告書（緑の国勢調査）」（環境庁 昭和 57 年）に基づく選定種  

○：調査対象種 

  ※③、④については、レッドリストの更新に伴い出典が変更となっている。 
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7. 安全確保の取組み 

安全確保の取組みとして、直営作業、請負作業、共同研究作業において

は、作業の計画段階からリスクアセスメント評価を実施し、安全対策の妥

当性の確認や改善に努めました。 

そのほか、所長や保安・建設課などによる定期的な安全パトロールを実

施し、現場の安全確認や改善などに努めました（写真 17）。 

さらに、新規配属者や請負作業・共同研究作業の責任者などに対して安

全教育を実施したほか、全国安全週間などの機会を捉えて、従業員のみな

らず請負企業も含めた安全行事に積極的に取り組むなど、安全意識の高

揚に努めました（写真 18）。 

 

 
写真 17 安全パトロールの状況 

 

 
写真 18 安全行事の状況（安全大会） 
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8. 開かれた研究 

幌延深地層研究計画で実施する地下深部を対象とした研究は、国内外

の研究機関との共同研究や研究協力をはじめ、広く関連する専門家の参

加を得て進めています。令和元年度に実施した主な研究協力は以下のと

おりです。 

 

8.1 国内機関との研究協力 

8.1.1 大学との研究協力 

東京大学 

地下深部に生息するメタン酸化機能を有する微生物生態系が地下水や

岩石などの性質に与える影響を評価する手法開発を目的として、地下施

設の深度140m調査坑道から掘削されたボーリング孔を用いて地下水中の

微生物を採取しました。採取した試料を用いて、東京大学において地下深

部の環境を模擬した高圧培養実験を実施し、微生物によるメタン酸化速

度を測定しました。今後は、実験を継続し、メタン酸化微生物による酸化

剤の利用選択性や代謝速度を調べ、メタン酸化機能を有する微生物生態

系が地下深部環境における放射性核種の物質移行に与える影響について

考察していきます。 

また、地下深部の原位置における微生物生態系の生息環境を詳細に調

べるため、冷凍保存された岩石コア試料を用いて薄片を作成し、蛍光染料

を用いて微生物細胞を染色することで、岩石中のどのような箇所で微生

物が活動しているのかを調べました。今後は、微生物の存在箇所における

岩石の元素組成や鉱物組成を調べていきます。 

また、堆積軟岩の坑道掘削時や長期的な変形挙動、岩盤内部の水分状態

変化による強度・剛性変化および変形挙動などの評価手法の確立を目的

とした共同研究を実施しています。 

平成29年度と平成30年度の2年間の共同研究において、これまでに得ら

れている過去の研究成果を改めて分析・評価し、堆積軟岩に特有な特性を

明らかにするための研究アプローチを提示しました。具体的には、平成28

年度に実施したX線CTスキャナによる内部の観察結果を踏まえて、これま

で解釈が困難であった、堆積軟岩に特徴的な時間依存性や水分依存性の
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挙動を解明するための研究アプローチを提示しました。 

 

京都大学、東北大学 

地下水中の微量元素と微小な物質（コロイド・有機物・微生物）との相

互作用に関わる現象の理解の向上のため、平成30年度に、深度250mおよび

350m調査坑道から得られた地下水試料に微量元素を添加する実験を実施

しました。添加後の地下水試料をフィルタでろ過し、ろ液およびフィルタ

を分析することで、地下水中に微量に存在する有機物などとの相互作用

を調べました。令和元年度は、同様の追試を実施し、実験結果の確からし

さを確認しました。その結果、希土類元素は原子番号が大きくなるほど地

下水中の濃度が減少する結果が得られました。幌延の地下水中では、添加

した希土類元素はリン酸塩などの鉱物を形成している可能性が分かりま

した。また、これまでの共同研究成果を基に、日本学術振興会の運営する

科学研究費助成事業に応募・採択され、基盤研究（B）として「深部地下

水環境での長半減期核種の移行を支配する物質の解明」に取り組んでい

ます。 

高レベル放射性廃棄物に含まれる長半減期核種である3価アクチニド

は、天然には存在しないため、堆積岩地域の地下深部における3価アクチ

ニドの挙動の理解をするためには、3価アクチニドと挙動が似ている希土

類元素の挙動を調べることが有効になります。そこで、深度250mおよび

350m調査坑道から掘削されたボーリング孔を利用して、地下水試料およ

び岩石試料を採取しました。地下施設内においてボーリング孔から直接、

酸素と触れることなく地下水をろ過し、また、実験室に設置してあるグロ

ーブボックスを用いて、酸素と触れることなく岩石試料を粉砕しました。

今後は、これらの試料を用いて希土類元素濃度の測定や、溶出試験などを

実施する予定です。 

 

東京工業大学、サンコーコンサルタント 

深度 250m 調査坑道において、坑道掘削後から定期的に実施してきた弾

性波トモグラフィ調査のデータを活用して、坑道周辺の詳細な速度分布

の把握と長期間にわたる弾性波速度の変化から将来の掘削影響領域の挙
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動の把握を目標とした解析技術の開発を行いました。 

令和元年度は、統計科学や機械学習の分野で発達してきたスパースモ

デリングという手法を弾性波トモグラフィ調査結果の解析に応用し、従

来の手法よりも高解像度な速度構造を求める技術の開発を行いました。 

 

関西学院大学 

幌延地域の地下深部で想定される地下水の流れが非常に遅い場を対象

に、岩石や地下水中に存在する天然ウランの放射平衡/非平衡の関係を基

に、長期（〜100万年程度）にわたる地下水流動評価の可能性の検討を目

的として、試料中に含まれる極微量のウランの放射能比の測定法の確立

を行いました。また、確立した測定法を用いて、地下施設を利用して採取

した地下水や、地下施設掘削時に得られた炭酸塩脈中の234U/238U放射能比

の測定を試みました。その結果、地下水中の234U/238U放射能比は平衡に達

していない一方で、炭酸塩脈中の234U/238U放射能比は平衡に近い値を示す

ことが分かりました。今後は、得られた結果について、本地域の地史を考

慮しながら考察を行う予定です。 

 

山口大学、地層科学研究所 

これまで、坑道掘削時の支保工の応力変化に対しては、実施設計や坑道

掘削を想定した解析的検討などによって、定量的な評価がなされてきた

ものの、岩盤挙動に関する定量的評価までには至っていませんでした。そ

の要因の1つは、掘削に伴う地下水挙動の変化が岩盤の変形挙動に及ぼす

影響を無視できないためと考えられていました。そこで本共同研究では、

立坑および水平坑道の掘削時に取得した計測データに基づき水理－力学

連成解析による数値シミュレーションを実施し、掘削時の岩盤・地下水挙

動の予測への適用性を評価することを目的としました。令和元年度は、立

坑および水平坑道掘削時に取得した支保工応力や岩盤変位の計測結果、

湧水量のデータ、幌延深地層研究センター周辺のボーリング孔で取得さ

れた間隙水圧計測結果、水理試験結果等を整理し、立坑の掘削を模擬した

三次元的な試解析を実施しました。 
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8.1.2 その他の機関との研究協力 

幌延地圏環境研究所 

両機関の試験設備を活用した研究協力として、堆積岩の地下深部の微

生物の生態系の把握および地下施設の建設に伴う生態系への影響などの

調査、および新規微生物の探索や取得等を目的として、これまでに地下施

設を利用して微生物に関するデータを取得してきました。平成30年度は、

地下施設のボーリング孔から大気に触れることなく地下水中の微生物を

ろ紙上にろ過採取しました。令和元年度は、平成30年度に採取した微生物

試料を用いて発酵性微生物を分離培養し、その機能を解析しました。その

結果、新規発酵性微生物の単離に成功し、その新規発酵性微生物が、現在

も地下環境で生息しており、炭素および鉄循環に寄与している可能性が

示唆されました(
95F95F105F105F105F

49)。 

今後は、同一の新規発酵性微生物の生息深度を調べるとともに、地質環

境などとの関連性について考察していきます。また、ここで得られた成果

は、主に幌延地圏環境研究所が実施する地下深部における微生物の活動

に関する調査研究に活用しています。 

 

原子力環境整備促進・資金管理センター 

地下環境での人工バリアの搬送定置・回収技術に関する研究について

共同研究を実施しました。 

地層処分実規模試験施設は、地層処分概念とその工学的な実現性や人

工バリアの長期挙動を実感・体感できる地上設備を利用し、人工バリアの

搬送・定置に係る操業技術や長期挙動などの工学技術に関する研究を行

うものです。 

令和元年度は、4.1.3 でも述べたように、地層処分実規模試験施設にお

いて緩衝材の定置試験を実施し、その様子を公開するとともに、緩衝材が

膨潤して隙間が閉塞される過程を観察できる装置を用いた浸潤試験を継

続しました。搬送定置・回収技術に関する研究では、地下での実証試験と

して、模擬 PEM と坑道との隙間を充填した粘土系材料を除去し、模擬 PEM

を回収する試験を行い、その装置や手法の適用性を確認しました。 

 



 

123 

産業技術総合研究所 

地下深部における長期的な放射性核種の移行挙動に関わる岩盤の水理

特性および化学特性の調査解析技術の高度化を目的として、堆積岩地域

における地下水流動・物質移行に関する研究を実施しました。令和元年度

は、岩盤力学モデルと水理モデルの連成モデルを構築するために、力学特

性および水理特性の評価における知見を取得することを目的とした坑道

掘削による応力解放と水理特性変化を模擬した試験を実施しました。ま

た、モデル化にあたり、掘削影響による応力再配分や既存の割れ目などが

水理特性変化に与える影響について検討し、課題の抽出・整理を行いまし

た。今後は、力学・水理連成モデルに必要な物性を室内岩石実験によって

拡充し、より高度なモデル化を実施する予定です。 

また、沿岸域の帯水層の特性や深部地下水の挙動を把握するための調

査・解析技術の高度化を目的として、幌延町浜里地区に掘削されたボーリ

ング孔（DD-2 孔：100 m）の最深部において、高精度の注揚水試験システ

ムによる試験（プッシュプル試験）を実施しました。試験区間の帯水層は

被圧しており、透水係数は 1.3～3.3×10-5 m/s でした。試験結果より、

深度 100 m 程度と浅層の領域の地下水の流速が年間 0.05 m 以下と極めて

遅いことが推定されました。また、この地下水は氷期の降水を起源として

おり、浜里海底下の地下水が長期的に滞留状態にあったことが示唆され

ます。今後は得られた結果に対して詳細な解析を進めるとともに、より深

層の領域や亀裂性岩盤などを対象とした注揚水試験の実施を検討中です。 

 

電力中央研究所 

地下施設建設時に周辺地質環境の初期状態と建設に伴う変化を観測し、

施設建設に関わる影響領域の空間分布とその経時変化、変化のプロセス

に関わる基礎的知見を得ることが重要であることから、地下施設建設時

の坑道掘削影響領域の調査技術の高度化を図ることを目的として、継続

的に共同研究を実施してきています。令和元年度は平成 30 年度までに引

き続き、坑道掘削に伴う周辺岩盤への力学的な影響を把握するための調

査として、深度 140m、250m の調査坑道において比抵抗トモグラフィや弾

性波トモグラフィを継続して行いました。また、3.1.2(3)で述べたように、
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物理探査で得られた坑道周辺の地下水の飽和度の違いに着目し、気液二

相流に関する数値解析による地下水の不飽和領域の形成要因について検

討しました(20)。今後も、実測データの拡充および数値解析を活用した解

釈などを通して、坑道周辺の不飽和領域の形成メカニズムの解明に取り

組みます。 

 

国立環境研究所 

深部地下水中に溶存する有機物の特性評価ならびに調査解析手法の開

発を目的として、国立環境研究所との共同研究を実施しました。令和元年

度は、地下水中の有機物をその性質に応じて分画しました。また、地下水

中に含まれる、微生物によって分解されにくい有機物（難分解性有機物）

の特性を評価するための室内試験にも着手しました。今後は、分離された

各有機物成分の特性評価を進めていくとともに、室内試験の結果の評価

や試験方法の改良も実施する予定です。 

 

8.2 国外機関との研究協力 

モンテリ・プロジェクト*
46F46F55F55F55F

56 

国際共同研究のモンテリ・プロジェクトで実施されている各種試験の

うち、原子力機構は「オパリナス粘土の摩擦特性に関する室内試験」に参

加しています。令和元年度は、断層すべり、間隙水圧、流体化学および流

体移動間の複合的な関係を評価するための試験が継続されました。これ

らの試験で得られた成果は、地殻変動に対する堆積岩の緩衝能力の検証

などに反映していきます。 

 

上記のほか、クレイクラブ（Clay Club）*
47F47F56F56F56F

57定例会合（令和元年9月）に

出席し、諸外国や日本における堆積岩を対象とした研究の進捗状況につ

いて情報交換を行いました。  

 
*56:堆積岩を対象とした地層処分研究に関する国際共同研究です。原子力機構を含め9ヶ国から21機関が参加し、

スイスのモンテリ・トンネル内において地層処分に関連する各種の原位置試験が実施されています。 

*57：Clay Clubは、経済協力開発機構 原子力機関（OECD/NEA）の放射性廃棄物管理委員会の下に置かれたプロジ

ェクトのひとつです。地層処分の実施・規制・研究機関を中心とした組織であり、様々な粘土質媒体の特性の

比較や粘土の物性や挙動および、地下施設で実施される試験に関する技術的かつ科学的情報の交換、さらには、

サイト特性調査技術の詳細な評価を実施しています。 
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